
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

島 根 県 報

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

平
成
十
五
年
十
二
月
に
招
集
す
べ
き
、
地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
百
二
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
定
例
会
は
、
昭
和
二
十
七
年
島
根
県
告
示
第
七
百
三
十
三
号

(

定
例
県
議
会
を
招

集
す
る
月)

の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
五
年
十
一
月
に
招
集
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�
	




�

生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

指
定
医
療
機
関
の
所
在
地
変
更
の
届
出
で
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

平成��年��月��日 第�����号(�)

出
雲
市
駅
南
口
ク
リ

ニ
ッ
ク

医
療
法
人

姫
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

医
療
機
関
の
名
称

出
雲
市
今
市
町
一
〇

一
一
―
三

出
雲
市
塩
冶
町
一
二

一
三
―
二

変

更

前
所

在

地

出
雲
市
駅
南
町
一
丁

目
三
番
地
二

出
雲
市
塩
冶
善
行
町

一
四
番
地
三

変

更

後

平
成
十
五
年
十
月
七
日

平
成
十
五
年
十
月
四
日

変
更
年
月
日

第
一
、
五
一
八
号

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

(

金
曜
日)

�
�

�
�定

例
県
議
会
を
招
集
す
る
月
の
変
更

(

財

政

課)

一

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
所
在
地
変
更
の

(

健
康
福
祉
総
務
課)

一

届
出

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
名
称
変
更
の
届

(

〃

)

二

出生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
機
関
の
指
定

(

〃

)

二

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
所
在
地
変
更
の
(

〃

)

三

届
出

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
事
業
廃
止
の
届

(

〃

)

三

出島
根
県
土
地
利
用
基
本
計
画
の
一
部
変
更

(

土
地
資
源
対
策
課)

四

土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
及
び
退
任

(

二
件)

(

農

村

整

備

課)

四

土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任

(

〃

)
五

県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了

(

二
件)

(

〃

)
五

保
安
林
予
定
森
林

(

森

林

整

備

課)

六

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
大
規
模
小
売
店
舗
に

(

経

営

支

援

課)

六

係
る
事
項
の
変
更
の
届
出

(

三
件)

�
�平
成
十
五
年
度
島
根
県
新
林
業
機
械
作
業
シ
ス
テ
ム
技
術
者
の

(

林

業

課)

八

認
定

都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

(

都

市

計

画

課)

九

���������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

����������������������������������������

�
�
�
�

島
根
県
教
育
庁
等
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

教
育
庁
総
務
課)

一
〇

�
�平

成
十
五
年
十
月
十
四
日
付
け
島
根
県
報
号
外
第
一
一
五
号
中

(

総

務

課)

一
四

��������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�



島 根 県 報

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
介
護
機
関
の
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	
�

生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同

法
に
よ
る
介
護
扶
助
を
担
当
す
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

平成��年��月��日 第�����号 (�)

医
療
法
人
社
団

水
澄
み

会
名

称

指

定

介

護

事

業

者

那
賀
郡
三
隅
町
大
字
河
内
四
五

一
―
一

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

痴
呆
対
応
型
共
同
生

活
介
護

実
施
す
る
事
業

指

定

介

護

事

業

所

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
ず
す

み

変

更

前
名

称

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
な

変

更

後

那
賀
郡
三
隅
町
大
字
河
内
四
六

九
―
一 所

在

地

平
成
十
五
年
九
月
一
日

変
更
年
月
日

株
式
会
社

コ
ム
ス
ン

株
式
会
社

コ
ム
ス
ン

株
式
会
社

コ
ム
ス
ン

株
式
会
社

コ
ム
ス
ン

医
療
法
人
社
団

水
澄
み
会

有
限
会
社

フ
ク
オ
カ
・
ク
リ
ニ
カ

ル
・
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

名

称

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
・
居
宅
介
護
事
業
者
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
一
〇

番
一
号

六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ

ワ
ー

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
一
〇

番
一
号

六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ

ワ
ー

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
一
〇

番
一
号

六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ

ワ
ー

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
一
〇

番
一
号

六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ

ワ
ー

那
賀
郡
三
隅
町
大
字
河
内
四
五
一

番
地
一

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
本
城

東
二
丁
目
四
番
一
号

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

訪
問
介
護

訪
問
介
護

居
宅
介
護
支
援

居
宅
介
護
支
援

居
宅
介
護
支
援

居
宅
療
養
管
理
指
導

実
施
す
る
事
業

株
式
会
社
コ
ム
ス
ン

出
雲
ケ
ア
セ
ン

タ
ー

株
式
会
社
コ
ム
ス
ン

松
江
ケ
ア
セ
ン

タ
ー

株
式
会
社
コ
ム
ス
ン

出
雲
ケ
ア
セ
ン

タ
ー

株
式
会
社
コ
ム
ス
ン

松
江
ケ
ア
セ
ン

タ
ー

ケ
ア
プ
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
ま
ぼ

う
ふ
う

タ
カ
サ
キ
薬
局

周
布
店

名

称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
居
宅
介
護
事
業
所
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

出
雲
市
大
津
町
朝
倉
七
八
八
―
二

大
北
館

松
江
市
乃
白
町
三
三
四
―
六

の

し
ろ
ス
ウ
ィ
ー
ト
ビ
ル
Ａ
室

出
雲
市
大
津
町
朝
倉
七
八
八
―
二

大
北
館

松
江
市
乃
白
町
三
三
四
―
六

の

し
ろ
ス
ウ
ィ
ー
ト
ビ
ル
Ａ
室

浜
田
市
久
代
町
一
番
地
七

浜
田
市
治
和
町
ロ
五
一
八
番
地

所

在

地

平
成
十
五
年
十
月
一
日

平
成
十
五
年
十
月
一
日

平
成
十
五
年
十
月
一
日

平
成
十
五
年
十
月
一
日

平
成
十
五
年
十
月
一
日

平
成
十
五
年
七
月
一
日

指
定
年
月
日



島 根 県 報
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生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
介
護
機
関
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�


	

生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
介
護
機
関
の
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

平成��年��月��日 第�����号(�)

有
限
会
社

フ
ク
オ
カ
・
ク
リ
ニ
カ

ル
・
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

有
限
会
社

メ
デ
ィ
カ
ル
・
シ
ー

ズ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

特
定
非
営
利
活
動
法
人

あ
い
の
会

有
限
会
社

エ
ム
・
ア
ー
ル
・
シ
ー

有
限
会
社

エ
ム
・
ア
ー
ル
・
シ
ー

社
会
福
祉
法
人

壽
光
会

福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
本
城

東
二
丁
目
四
番
一
号

浜
田
市
高
田
町
一
九
番
地
一

那
賀
郡
三
隅
町
三
隅
二
五
二
番
地

大
田
市
長
久
町
長
久
イ
五
〇
五
―

一
〇

大
田
市
長
久
町
長
久
イ
五
〇
五
―

一
〇

那
賀
郡
湖
陵
町
大
字
差
海
三
一
八

番
地
一

居
宅
療
養
管
理
指
導

居
宅
療
養
管
理
指
導

通
所
介
護

福
祉
用
具
貸
与

福
祉
用
具
貸
与

痴
呆
対
応
型
共
同
生

活
介
護

み
か
わ
調
剤
薬
局

シ
ー
ズ
薬
局

高
田
町
店

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
い
の
会

有
限
会
社
エ
ム
・
ア
ー
ル
・
シ
ー
ま
る

て
ぃ
介
護
福
祉
事
業
所

大
田

有
限
会
社
エ
ム
・
ア
ー
ル
・
シ
ー
ま
る

て
ぃ
介
護
福
祉
事
業
所

痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
湖
水
苑

浜
田
市
内
村
町
七
七
二
番
地
二

浜
田
市
高
田
町
一
九
番
地
一

那
賀
郡
三
隅
町
三
隅
二
五
二
番
地

大
田
市
長
久
町
長
久
イ
五
〇
五
―

一
〇

出
雲
市
高
岡
町
五
〇
〇
―
一

簸
川
郡
湖
陵
町
大
字
差
海
三
一
八

番
地
一

平
成
十
五
年
十
一
月
一

日 平
成
十
五
年
十
月
一
日

平
成
十
五
年
九
月
十
日

平
成
十
五
年
九
月
二
十

九
日

平
成
十
五
年
九
月
二
十

九
日

平
成
十
五
年
九
月
二
十

五
日

サ
ン
キ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ィ
株
式
会
社

名

称

指

定

介

護

事

業

者

広
島
県
広
島
市
西
区
商
工
セ
ン

タ
ー
六
丁
目
一
番
一
一
号

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

居
宅
介
護
支
援

実
施
す
る
事
業

指

定

介

護

事

業

所

サ
ン
キ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ィ
介
護
セ

ン
タ
ー
出
雲

名

称

出
雲
市
塩
冶
有
原
町

一
―
四
〇
―
二

変

更

前

所

在

地

出
雲
市
姫
原
一
丁
目

五
―
二

変

更

後

平
成
十
五
年
六
月
二
十

四
日 変

更
年
月
日
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国
土
利
用
計
画
法

(

昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号)

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
島
根
県
土

地
利
用
基
本
計
画
を
次
に
掲
げ
る
区
域
に
つ
い
て
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

な
お
、
変
更
後
の
島
根
県
土
地
利
用
基
本
計
画
は
登
載
を
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島
根
県
地
域
振

興
部
土
地
資
源
対
策
課
、
隠
岐
支
庁
及
び
各
総
務
事
務
所
並
び
に
松
江
市
役
所
、
東
出
雲
町
役
場
、
玉
湯

町
役
場
及
び
安
来
市
役
所
に
備
え
付
け
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

松
江
市
、
東
出
雲
町
、
玉
湯
町
及
び
安
来
市
の
一
部

�
�
�
�
�
�
�
�
�



土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土

地
改
良
区
か
ら
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

静
間
川
沿
岸
土
地
改
良
区

一

就
任
し
た
役
員
の
氏
名
及
び
住
所

理
事荊

尾

孝
義

大
田
市
静
間
町
静
間
八
五
七
番
地
一

岩
谷

英
雄

大
田
市
静
間
町
静
間
一
三
二
五
番
地
五

高
橋

重
樹

大
田
市
静
間
町
静
間
三
二
八
番
地
一
二

石
田

和
義

大
田
市
静
間
町
静
間
一
九
三
三
番
地
三

清
水

豊

大
田
市
久
利
町
松
代
六
一
番
地
二

釜
田

正
年

大
田
市
久
利
町
行
恒
一
五
三
番
地

大
畑

伸
治

大
田
市
川
合
町
吉
永
六
三
四
番
地

橋
目

義
信

大
田
市
川
合
町
川
合
一
五
二
八
番
地

坂
根

昭
一

大
田
市
長
久
町
稲
用
六
〇
四
番
地

川
上

秀
章

大
田
市
長
久
町
稲
用
六
一
九
番
地

森
野

辰
巳

大
田
市
長
久
町
稲
用
四
八
四
番
地
一

坂
根

謙
二

大
田
市
長
久
町
稲
用
四
七
六
番
地
一

岩�

耕
次

大
田
市
長
久
町
稲
用
一
九
番
地

亀
岡

正
則

大
田
市
長
久
町
稲
用
二
五
七
番
地
一

監
事柿

田

貞
廣

大
田
市
静
間
町
静
間
九
一
八
番
地

後
藤

武
志

大
田
市
川
合
町
吉
永
九
八
〇
番
地

松
本

哲
一

大
田
市
長
久
町
稲
用
四
七
九
番
地

森
山

修

大
田
市
長
久
町
稲
用
二
三
四
番
地
一

二

就
任
年
月
日

平
成
十
五
年
七
月
九
日

三

退
任
し
た
役
員
の
氏
名
及
び
住
所

理
事荊

尾

孝
義

大
田
市
静
間
町
静
間
八
五
七
番
地
一

岩
谷

英
雄

大
田
市
静
間
町
静
間
一
三
二
五
番
地
五

平成��年��月��日 第�����号 (�)

株
式
会
社

コ
ム
ス
ン

名

称

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
・
居
宅
介
護
事
業
者
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
一
〇

番
一
号 主

た
る
事
務
所
の
所
在
地

訪
問
介
護

廃
止
す
る
事
業

株
式
会
社
コ
ム
ス
ン

益
田
ケ
ア
セ
ン

タ
ー

名

称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
居
宅
介
護
事
業
所
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

益
田
市
乙
吉
町
イ
三
二
七
―
六

所

在

地

平
成
十
四
年
十
二
月
三

十
一
日

廃
止
年
月
日



島 根 県 報

高
橋

重
樹

大
田
市
静
間
町
静
間
三
二
八
番
地
一
二

石
田

和
義

大
田
市
静
間
町
静
間
一
九
三
三
番
地
三

石
崎

卓
史

大
田
市
久
利
町
行
恒
三
二
八
番
地

清
水

一
夫

大
田
市
久
利
町
松
代
二
三
〇
番
地
一

橋
目

義
信

大
田
市
川
合
町
川
合
一
五
二
八
番
地

後
藤

武
志

大
田
市
川
合
町
吉
永
九
八
〇
番
地

坂
根

昭
一

大
田
市
長
久
町
稲
用
六
〇
四
番
地

坂
根

幸
平

大
田
市
長
久
町
稲
用
六
三
七
番
地

森
野

辰
巳

大
田
市
長
久
町
稲
用
四
八
四
番
地
一

坂
根

謙
二

大
田
市
長
久
町
稲
用
四
七
六
番
地
一

岩�

耕
次

大
田
市
長
久
町
稲
用
一
九
番
地

亀
岡

正
則

大
田
市
長
久
町
稲
用
二
五
七
番
地
一

監
事柿

田

貞
廣

大
田
市
静
間
町
静
間
九
一
八
番
地

増
田

富
範

出
雲
市
天
神
町
六
〇
五
番
地
五

松
本

哲
一

大
田
市
長
久
町
稲
用
四
七
九
番
地

岩�

智
佐
子

大
田
市
長
久
町
稲
用
七
九
番
地

�
�
�
�
�
�
�
�
	



土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土

地
改
良
区
か
ら
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

邑
智
郡
桜
江
町
土
地
改
良
区

一

就
任
し
た
役
員
の
氏
名
及
び
住
所

監
事佐

々
木
敏
行

邑
智
郡
桜
江
町
大
字
小
田
一
七
五
番
地
三

二

就
任
年
月
日

平
成
十
五
年
十
月
八
日

三

退
任
し
た
役
員
の
氏
名
及
び
住
所

監
事大

場

義
幸

邑
智
郡
桜
江
町
大
字
後
山
二
九
番
地
一

�
�
�
�
�
�
�
�
�



土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土

地
改
良
区
か
ら
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

八
束
郡
八
雲
村
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員
の
氏
名
及
び
住
所

理
事岩

崎

健
一

八
束
郡
八
雲
村
大
字
東
岩
坂
一
九
三
九
番
地

�
�
�
�
�
�
�
�
�



次
に
掲
げ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
は
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
九
十
五
号)

第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

平成��年��月��日 第�����号(�)

益
美
地
区

(

小
原
郷
工
区)

区
画
整
理
事
業

(

県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業)

益
美
地
区

(

酒
屋
原
工
区)

区
画
整
理
事
業

(

県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業)

事

業

名

平
成
十
四
年
三
月
十
三
日

平
成
十
四
年
三
月
十
三
日

完

了

年

月

日



島 根 県 報

�
�
�
�
�
�
�
�
	



次
に
掲
げ
る
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
は
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第

百
九
十
五
号)
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

�
�
�
�
�
�
�
�
�



次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
し
た
か
ら
、
森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第

三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

簸
川
郡
佐
田
町
大
字
佐
津
目
八
二
六

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

一�

立
木
の
伐
採
の
方
法

�

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

�

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島
根
県
庁
及
び
佐
田
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。)

�
�
�
�
�
�
�
�
�



大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

な
お
、
こ
の
告
示
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
四
月
以
内
に
、
次
の
四

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

届
出
の
概
要

�

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田

島
根
県
浜
田
市
港
町
二
二
七
番
地
一
外

�

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

代
表
取
締
役
社
長

山
西
泰
明

広
島
県
広
島
市
南
区
京
橋
町
二
番
二
二
号

�

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

(

変
更
前)

株
式
会
社
タ
カ
ラ
ブ
ネ

京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
大
字
佐
山
小
学
双
栗
三
七
番
地

の
一

新
開
純
也

有
限
会
社
青
木
屋

島
根
県
浜
田
市
殿
町
八
三
―
五
七

青
木
豊

イ
ト
キ
ン
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
西
区
南
堀
江
一
丁
目
四
―
一
九

辻
村
浩
一

株
式
会
社
ス
ワ
キ

島
根
県
浜
田
市
紺
屋
町
四
六
番
地

洲
脇
義
孝

株
式
会
社
タ
ツ
ミ
ヤ

東
京
都
八
王
子
暁
町
一
丁
目
三
二
番
一
三
号

田
渕
恵
美
子

株
式
会
社
廣
嶋
音
工

広
島
県
広
島
市
西
区
横
川
新
町
一
三
―
二
四

岡
田
光
由

株
式
会
社
岩
多
屋

島
根
県
浜
田
市
浅
井
町
八
七
番
地
二

岩
谷
百
合
雄

株
式
会
社
リ
オ
横
山

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
平
和
一
丁
目
一
五
番
二
七
号

横
山

平成��年��月��日 第�����号 (�)

西
潟
ノ
内
地
区
用
排
水
施
設
事
業

(
県
営
基
幹
水
利
施
設
補
修
事

業)

事

業

名

平
成
十
二
年
三
月
十
六
日

完

了

年

月

日



島 根 県 報

和
幸株

式
会
社
島
崎
商
店

島
根
県
浜
田
市
朝
日
町
六
八
―
一

島
崎
英
二

(
変
更
後)

株
式
会
社
ス
ィ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン

京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
大
字
佐
山
小
学
双
栗
三

七
番
地
の
一

山
本
悟

株
式
会
社
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

広
島
県
広
島
市
中
区
堀
川
町
五
―
二

田
上
友
康

有
限
会
社
ベ
ア
ー
ズ

島
根
県
益
田
市
高
津
町
イ
四
八
六
―
二

樋
口
寿
男

有
限
会
社
宮
内
オ
リ
エ
ン
ト
商
会

島
根
県
益
田
市
高
津
町
イ
一
七
四
三
―
九

宮

内
英
次
郎

株
式
会
社
Ｍ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

広
島
県
広
島
市
中
区
中
町
三
―
一
一
中

町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル�
階

吉
田
義
治

�

変
更
の
年
月
日

平
成
十
五
年
五
月
一
日

二

届
出
年
月
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
日

三

届
出
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧
場
所

浜
田
市
商
工
観
光
課

(
浜
田
市
殿
町
一
番
地)

四

意
見
書
の
提
出
先
、
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
等

�

意
見
書
の
提
出
先

松
江
市
殿
町
一
番
地

島
根
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課

�

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

一�

氏
名
及
び
住
所

(

団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
法
人
に
あ
っ
て

は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地)

二�

一�
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
の
公
表
の
意
思
の
有
無

三�

意
見
書
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

四�

意
見
の
内
容

五�

意
見
を
述
べ
る
理
由

�

そ
の
他

意
見
書
に
記
載
す
る
氏
名
は
、
自
署
に
よ
る
こ
と
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
告
示
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
四
月
以
内
に
、
次
の
四

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

届
出
の
概
要

�

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ツ
イ
ン
タ
ウ
ン
一
畑

島
根
県
松
江
市
殿
町
一
三
〇
番
地
、
三
八
三
番
地

�

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
中
央
ビ
ル

代
表
取
締
役

森
脇
謙

島
根
県
松
江
市
殿
町
三
八
三
番
地

一
畑
電
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
谷
厚
郎

島
根
県
松
江
市
中
原
町
四
九
番
地

�

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

一�

開
店
時
間

(

変
更
前)

午
前
十
時

(

変
更
後)

午
前
九
時

二�

閉
店
時
間

(

変
更
前)

午
後
七
時

(

変
更
後)

午
後
九
時

�

変
更
の
年
月
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
二
日

二

届
出
年
月
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
日

三

届
出
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧
場
所

松
江
市
商
工
課

(

松
江
市
末
次
町
八
六
番
地)

四

意
見
書
の
提
出
先
、
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
等

�
意
見
書
の
提
出
先

松
江
市
殿
町
一
番
地

島
根
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課

�

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

一�

氏
名
及
び
住
所

(

団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
法
人
に
あ
っ
て

は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地)

平成��年��月��日 第�����号(�)



島 根 県 報

二�

一�
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
の
公
表
の
意
思
の
有
無

三�

意
見
書
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

四�

意
見
の
内
容

五�

意
見
を
述
べ
る
理
由

�

そ
の
他

意
見
書
に
記
載
す
る
氏
名
は
、
自
署
に
よ
る
こ
と
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

な
お
、
こ
の
告
示
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
四
月
以
内
に
、
次
の
四

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

届
出
の
概
要

�

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田

島
根
県
浜
田
市
港
町
二
二
七
番
地
一
外

�

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

代
表
取
締
役
社
長

山
西
泰
明

広
島
県
広
島
市
南
区
京
橋
町
二
番
二
二
号

�

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

一�

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

(

変
更
前)

一
二
、
三
四
六
平
方
メ
ー
ト
ル

(

変
更
後)

一
七
、
二
五
九
平
方
メ
ー
ト
ル

二�

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

(

変
更
前)

六
〇
一
台
、
一
一
箇
所

(

変
更
後)

八
二
三
台
、
一
六
箇
所

三�

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

(

変
更
前)

七
〇
台
、
二
箇
所

(

変
更
後)

二
〇
〇
台
、
四
箇
所

四�

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻

(

変
更
前)

午
後
九
時

(

変
更
後)

午
後
十
時

五�

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
時
間
帯

(

変
更
前)

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分

(

変
更
後)

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時
三
十
分

六�

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置

(

変
更
前)

二
十
四
箇
所

(

変
更
後)

二
十
八
箇
所

�

変
更
の
年
月
日

平
成
十
六
年
七
月
一
日

(

但
し
、
閉
店
時
刻
及
び
駐
車
場
利
用
時
間
帯
に
つ
い
て
は
平
成
十
五
年

十
二
月
一
日)

二

届
出
年
月
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
一
日

三

届
出
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧
場
所

浜
田
市
商
工
観
光
課

(

浜
田
市
殿
町
一
番
地)

四

意
見
書
の
提
出
先
、
意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
等

�

意
見
書
の
提
出
先

松
江
市
殿
町
一
番
地

島
根
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課

�

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

一�

氏
名
及
び
住
所

(

団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
、
法
人
に
あ
っ
て

は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地)

二�

一�
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
の
公
表
の
意
思
の
有
無

三�

意
見
書
の
対
象
と
な
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

四�

意
見
の
内
容

五�

意
見
を
述
べ
る
理
由

�

そ
の
他

意
見
書
に
記
載
す
る
氏
名
は
、
自
署
に
よ
る
こ
と
。

�
�

平
成
十
五
年
度
島
根
県
新
林
業
機
械
作
業
シ
ス
テ
ム
技
術
者
と
し
て
認
定
し
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

平成��年��月��日 第�����号 (�)



島 根 県 報

平
成
十
五
年
十
月
二
十
二
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

認
定
し
た
者

中
村

義
之

北
村

哲
治

松
崎

厚
司

北
尾

伸
夫

木
金

英
明

田
原

一
彦

山
崎

秀
明

青
戸

弘
二

青
木

務

山
根

典
明

高
橋

克
也

勝
部

和
幸

岡
平

隆
広

佐
々
木
秀
敏

野
田

勝
次

嵐
谷

康
彦

花
本

健
二

原

幸
雄

福
間

祐
治

若
槻

浩
一

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
刀
屋
都
市
計

画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す

る
の
で
、
島
根
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
島
根
県
規
則
第
一
号)

第
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

一

開
催
日
時

平
成
十
五
年
十
一
月
十
七
日

午
後
二
時
か
ら

二

開
催
場
所

三
刀
屋
町
大
字
三
刀
屋
一
二
四
番
地
二

三
刀
屋
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

三

都
市
計
画
の
案
の
概
要

三
刀
屋
都
市
計
画
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
参
考
図
書
の
よ
う
に
定
め
、
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

�

都
市
計
画
の
目
標

地
域
の
核
と
し
て
都
市
機
能
の
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
快
適
な
生
活

環
境
を
実
現
す
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
定
住
人
口
の
確
保
や
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た

生
活
環
境
向
上
に
資
す
る
都
市
施
設
の
充
実
を
図
る
。

�

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都
市
計
画
区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

�

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

一�

土
地
利
用
の
方
針

現
在
本
区
域
は
都
市
計
画
用
途
地
域
を
指
定
し
て
い
な
い
た
め
、
現
状
の
土
地
利
用
状
況
を
踏

ま
え
、
都
市
及
び
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
将
来
に
お
け
る
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。

二�

都
市
施
設
の
方
針

�

交
通
施
設

ア

基
本
方
針

三
刀
屋
木
次
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
機
能
的
に
活
用
す
る
た
め
、
国
道
五
四
号
が
、
高
い

交
通
処
理
能
力
を
備
え
る
よ
う
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
主
要
幹
線
道
路
網
の
充
実
に
並
行
し

て
、
市
街
地
に
お
け
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
等
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路
整
備
を
図
る
。

�

下
水
道
及
び
河
川

ア

基
本
方
針

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
全
域
の
下
水
道
整
備
を
早
期
に
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
近
年

の
都
市
化
に
よ
り
、
浸
水
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
市
街
地
等
に
お
い
て
は
、
下
水
道
に
よ
る
雨

水
対
策
も
併
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
水
害
に
強
い
安
全
な
都
市
を
形
成
す
る
た
め
に
、
河
川
改
修
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
流
域
が
本
来
有
し
て
い
る
農
地
や
山
林
等
の
保
水
・
遊
水
機
能
を
確
保
す

る
な
ど
の
総
合
的
な
治
水
対
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
三
刀
屋
川
沿
い
の
桜
並
木

の
保
全
等
、
人
々
が
川
に
親
し
め
る
空
間
づ
く
り
や
、
動
植
物
の
良
好
な
生
息
・
生
育
環
境

の
保
全
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
河
川
整
備
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

イ

整
備
水
準
の
目
標

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
を
約
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
す

る
。河

川
に
つ
い
て
は
、
治
水
安
全
度
の
低
い
河
川
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
河
川
改
修
を
進
め
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と
目
標
に
整
備
す
る
。

三�

市
街
地
開
発
事
業
の
方
針

三
刀
屋
木
次
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
、
国
道
の
拡
幅
整
備
等
広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備
の

機
会
を
と
ら
え
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
賑
わ
い
の
あ
る
街
を
つ
く
る
た
め
、
商
業

系
用
地
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
方
針
と
す
る
。

平成��年��月��日 第�����号(�)
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四�

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
の
方
針

�

基
本
方
針

三
刀
屋
川
は
河
川
公
園
と
し
て
水
辺
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
外
、
約�

㎞
に
及
び
桜
並

木
は
、
本
区
域
の
重
要
な
景
観
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
保
全
・
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
三
刀
屋
城
址
公
園
や
峯
寺
な
ど
に
つ
い
て
も
、
本
区
域
を
代
表
す
る
史
跡
と
し
て
、
自

然
環
境
の
保
全
と
利
用
促
進
の
両
立
を
図
る
も
の
と
す
る
。

�

緑
地
の
確
保
水
準

都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
目
標
水
準

平
成
三
十
二
年
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
は
、
都
市
計
画
区

域
内
人
口
一
人
当
た
り
五
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
等

�

意
見
申
出
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
前
記
案
件
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
に
準
じ
て

作
成
し
た
意
見
申
出
書
一
通
を
平
成
十
五
年
十
一
月
十
日
ま
で
に
、
松
江
市
殿
町
八
番
地
島
根
県
土

木
部
都
市
計
画
課
へ
到
着
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

�

公
述
人

知
事
は
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
で
同
趣
旨
の
意
見
の
者
が
多
数
で
あ
る

と
き
は
、
公
述
人
を
選
定
し
て
そ
の
旨
を
本
人
に
通
知
す
る
。

�

参
考
図
書
及
び
参
考
付
図
は
、
登
載
を
省
略
し
、
島
根
県
庁
、
三
刀
屋
町
役
場
に
備
え
て
縦
覧
に

供
す
る
。

五

公
聴
会
の
中
止

公
述
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
は
中
止
す
る
。
中
止
す
る
場
合
は
島
根
県
庁
、
木
次
土

木
建
築
事
務
所
及
び
三
刀
屋
町
役
場
へ
掲
示
等
に
よ
り
事
前
に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る
。

六

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
土
木
部
都
市
計
画
課

電
話

(

〇
八
五
二)

二
二
―
五
二
一
一

�
�

�
�

�
�

�

島
根
県
教
育
庁
等
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日

島
根
県
教
育
委
員
会
委
員
長

中

村

俊

郎

�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�


�

島
根
県
教
育
庁
等
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

島
根
県
教
育
庁
等
事
務
処
理
規
則

(

昭
和
三
十
六
年
島
根
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

シ
ス
テ
ム

電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
、
文
書
の
収
受
、
起
案
、
保
存
そ
の
他
文
書
管
理
に
関
す

る
一
連
の
事
務
の
処
理
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
つ
て
、
総
合
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

平成��年��月��日 第�����号 (��)

別記様式

意 見 申 出 書

平成��年��月��日付けの県報で公告された都市計画の案につ
いて､ 次のとおり意見を申し出ます｡

平成��年 月 日

島根県知事 澄 田 信 義 様

住 所 (電話 )

氏 名
(ふりがな)

�

① 意見の公述を希望する都市計画区域名
三刀屋都市計画区域

② 意見の公述を希望する都市計画原案の種類
都市計画区域の整備､ 開発及び保全の方針 (都市計画区
域マスタープラン)

意見の要旨 別紙のとおり

意見の要旨の記載に当たっての留意事項
�. 意見の要旨及びその理由を具体的かつ簡明に記載するこ
と｡

�. 様式は自由であるが､ 	��字詰め原稿用紙�枚以内程度
とすること｡



島 根 県 報

八

整
理
番
号

公
文
書
を
管
理
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム
の
自
動
採
番
機
能
に
よ
り
付
さ
れ
る
番
号
の

こ
と
を
い
う
。

第
五
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
係
る
調
整
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
十
号
中

｢

起
案
用
紙
甲
号｣

を

｢

起
案
用
紙｣

に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中

｢

従
い
、｣

の
下
に

｢

本
庁
に
あ
つ
て
は
整
理
番
号
に
よ
り
、
教
育
機
関

等
に
あ
つ
て
は｣

を
加
え
、
同
項
第
五
号
中

｢

文
書
件
名
簿｣

を

｢

整
理
番
号｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

�

前
項
の
番
号
は
、
令
達
番
号
簿
に
あ
つ
て
は
、
毎
年
一
月
か
ら
起
し
暦
年
に
よ
り
、
整
理
番
号
及
び

文
書
件
名
簿
に
あ
つ
て
は
、
毎
年
四
月
か
ら
起
こ
し
会
計
年
度
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
更
新
す
る
も
の
と

し
、
一
文
書
案
件
ご
と
一
番
号
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
一
の
文
書
案
件
で
一
会
計
年
度
を
通
じ
多
量
に

処
理
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
番
号
の
枝
番
号
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

�

番
号
を
取
得
し
た
後
に
年
度
を
超
え
て
施
行
す
る
と
き
は
、
当
該
番
号
を
付
し
た
日
の
属
す
る
年
度

を
表
す
数
字
を
記
号
に
冠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

文
書
件
名
簿
に
登
載｣

を

｢

シ
ス
テ
ム
に
文
書
の
標
題
、
収
受
年
月

日
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
登
録｣

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中

｢

た
だ
し
、｣
の
下
に

｢

保
存
期
間
が
一

年
未
満
の
も
の
及
び｣

を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
中

｢

文
書
件
名
簿
に
所
要
事
項
を
記
載｣

を

｢

シ
ス
テ
ム
に
所
要
事
項
を
登
録｣

に
改
め

る
。第

三
十
二
条
の
二
中

｢

朱
書
し
、｣

の
下
に

｢

シ
ス
テ
ム
に
当
該
文
書
の
標
題
そ
の
他
必
要
な
事
項
を

登
録
し
た
上
で｣

を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

シ
ス
テ
ム
に
標
題
、
起
案
年
月
日
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
総

務
課
長
が
そ
の
登
録
を
省
略
で
き
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
五
条
の
二
中

｢

記
入
す
る｣

の
下
に

｢

と
と
も
に
、
シ
ス
テ
ム
に
当
該
公
文
書
の
標
題
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
登
録
す
る｣

を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

決
裁
文
書
に
は
記
号
及
び
整
理
番
号
を
記
入
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

二

起
案
書
に
施
行
及
び
発
送
年
月
日
並
び
に
施
行
方
法
を
記
入
す
る
こ
と
。

第
四
十
七
条
第
二
項
中

｢

軽
易
な｣

を

｢

第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
も
の

及
び
軽
易
な｣

に
改
め
、

｢

及
び
第
二
号｣

を
削
る
。

第
四
十
九
条
中

｢

、
所
定
欄
に
押
印
し｣

を
削
る
。

第
五
十
条
中

｢

文
書
件
名
簿｣

を

｢

シ
ス
テ
ム｣

に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
三
第
一
項
中

｢

当
初
に｣

を

｢

ご
と
に｣

に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

(

文
書
の
供
覧)

�
�
�
�
�
�
�

文
書
の
う
ち
閲
覧
だ
け
に
と
ど
め
る
も
の
は
、
当
該
文
書
の
余
白
に

｢

供
覧｣

と
朱

書
し
、
関
係
者
の
閲
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
閲
覧
に
供
す
る
範
囲
及

び
順
序
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(

起
案)

�
�
�
�
�
�
�

起
案
に
当
た
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
領
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

起
案
用
紙
を
用
い
る
こ
と
。

二

文
書
の
書
式

(

別
表
第
二)

及
び
文
書
の
左
横
書
き
実
施
要
領
第
三
の
一
に
よ
り
、
平
易
な
言
葉

で
簡
潔
に
記
述
す
る
こ
と
。

三

起
案
年
月
日
等
起
案
用
紙
の
所
定
欄
に
記
入
し
、
処
理
期
限
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期

限
を
記
入
す
る
こ
と
。

四

急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
起
案
用
紙
に
緑
色
付
せ
ん
を
ち
ょ
う
付
す
る
こ
と
。

�

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
定
例
又
は
軽
易
な
事
項
を
起
案
す
る
場
合
に
は
、
起
案
用
紙
に
代
え

適
宜
な
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

起
案
に
よ
ら
な
い
文
書)

�
�
�
�
�
�
�

起
案
に
よ
ら
な
い
で
作
成
す
る
公
文
書
の
作
成
者
は
、
当
該
公
文
書
の
作
成
年
月
日
、

作
成
者
の
所
属
、
協
議
者
の
所
属
等
必
要
な
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

文
書
の
浄
写
及
び
校
合)

�
�
�
	
�
�
�

浄
写
及
び
校
合
を
し
た
と
き
は
、
浄
写
者
及
び
校
合
者
は
、
起
案
書
の
所
定
欄
に
押

印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成��年��月��日 第�����号(��)



島 根 県 報

第
八
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(
未
処
理
文
書
の
処
理
状
況
の
把
握)

�
�
�
�
�
�
�

文
書
取
扱
主
任
は
、
文
書
件
名
簿
に
よ
り
常
に
未
処
理
文
書
を
把
握
し
、
迅
速
に
事

務
処
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中

｢

第
三
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で｣

を

｢

第
三
十
四
条｣

に
改
め
、

｢

、
第
三
十
五
条
の
二｣
及
び

｢

、
第
四
十
六
条
第
二
項｣

を
削
り

｢

第
五
十
条｣

を

｢

第
四
十
九
条
の

四｣

に
改
め
る
。

様
式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成��年��月��日 第�����号 (��)



島 根 県 報平成��年��月��日 第�����号(��)

������

島根県起案用紙

注 発送種別､ 施行上の注意については､ 該当するものの番号をそれぞれの欄に記入すること｡

該当するものがない場合には､ 簡潔にその内容を記入すること｡

付箋

分類 記号・番号

処
理
経
過

収 受

起 案 年 月 日

処 理 期 限 年 月 日

決 裁 年 月 日

施 行 年 月 日

担 当 課

起 案 者
職

氏名

案� 案� 案	 案
 案�

審 査

公 印

発 送 日

発 送 種 別

内線 情報公開

受 信 者 発 信 者 部数 施 行 上 の 注 意

施
行
上
の
取
扱

案�

案�

案	

案


案�

決 裁 区 分

件 名

回 議 課 係 � 係 � 係 � 係 � 係 � 係

教育長 教育次長 教育次長

課長 課長補佐 係長 係員

起 案 理 由

発 送 種 別
①書留 ②速達 ③配達証明 ④内容証明 ⑤国際郵便 ⑥ファクシミリ
⑦電子メール ⑧庁内施行 ⑨�
���

施行上の注意 ①例規 ②県報登載 ③官報報告 ④新聞等による報道



平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日
印
刷

平
成
十
五
年
十
月
三
十
一
日
発
行

発
行
者

島

根

県

発
行
所

松
江
市
殿
町

島

根

県

庁

印

刷

松
江
市
学
園
南

松
陽
印
刷
所

定
価
一
箇
月

金
二
千
四
百
二
十
円

(

送
料
共)

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

島 根 県 報
�

�

(
施
行
期
日)

�
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

(

経
過
措
置)

�

本
庁
の
公
文
書
の
管
理
に
お
い
て
、
改
正
後
の
島
根
県
教
育
庁
等
事
務
処
理
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
総
務
課
長
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

�
�

平
成
十
五
年
十
月
十
四
日
付
け
島
根
県
報
号
外
第
一
一
五
号
中
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
よ
う
に

訂
正
す
る
。

平成��年��月��日 第�����号 (��)

十
ペ
ー
ジ

島
根
県
訓
令
第
二
十
七

号
の
表
中

箇

所

×
第
○
条
中
｢○
○
｣
の
下

に
｢△
△
｣
を
加
え
る
｡

×
第
○
条
中
｢○
○
｣
の
下

に
｢△
△
｣
を
､
｢○
○
｣

の
下
に
｢◎
◎
｣
を
加
え
る
｡

誤

×
第
○
条
中
｢○
○
｣
の
次

に
｢△
△
｣
を
加
え
る
｡

×
第
○
条
中
｢○
○
｣
の
次

に
｢△
△
｣
を
､
｢○
○
｣

の
次
に
｢◎
◎
｣
を
加
え
る
｡

正


